第１回　大田区地域連携推進会議　
令和7年10月20日(月)13：00～15：00
開催場所：グループホームきのこ

【参加者】
町会長　　　S様
民生委員　　O様
利用者家族　H様
利用者　　　K様
グループホームにっこり　管理者様　サービス管理責任者様
NPO法人インクルージョン推進機構
代表理事大野弥、鈴木所長代理、濱田係長、内野絵里（書記）

【施設見学】　
・車2台で二組に分かれて大田区内の施設を見学する。
【キャプテン萩中・和のいろ・和のそら（南六郷）案内】代表理事
・利用者家族　H様
・グループホームにっこり　管理者様
・総務部　内野絵里
【西糀谷和の家・グループホームエース（東糀谷）案内】濱田係長
・町会長　　　M様
・民生委員　　O様
・グループホームにっこり　サービス管理責任者様
【きのこ案内】鈴木所長代理
・参加者全員

【開会挨拶】　
　・開会挨拶（濵田係長）
　・事業運営の協力・理解の御礼
　・連携会議の趣旨の説明
　・ご出席の御礼、積極的に意見をいただくことのお願い
【出席者の紹介】　
・出席者・欠席者の紹介
・理念の説明


【生活支援内容の説明】別紙資料有
・自立度によって違いはあるが生活の支援を行っている。
・金銭管理※個々に合わせて支援を行う

・各地域福祉課の方々との連携を図り支援につなげている※蒲田地域福祉課、糀谷羽田地域福祉課、大田区福祉課、調布地域福祉課等
・利用料の説明
・収去者の状況
・作業所や就労との連携
・年間行事として
誕生日会、利用者集会など行っている
※欠席者がいた場合は会議資料を送って意見質問を受け付ける

・その方々にあった日中活動先などは就労センターと連携取りながら決めている
◇今回の会議では、利用者さんが日中活動先（携わっている）ネット販売されているクッキーをお茶菓子お土産としてご用意しました
グループホームの制度ができ、地域で生活することができるようになってきたました。
今後、さらに地域の方との連携を深めていきたいと思います

【参加者の方々による質疑応答・ご意見】
・GHから地域の方々に率先して働きかけて頂けるといいと思う
・町会との関わりを深めたい　
・町会の方　どう関わればよいか分からないので、GHからアナウンスしてもらえるとよい
・年齢があがっている、階段が多いＧＨもあったので、高齢になるとリスクがあるのではと不安
Ａ：年齢が上がるに伴い、通院などが増えてきたりしているが介護保険を利用したり、環境を整えるなど、行っている
・動けるうちに次を見つける
・年数がたつにつれ、他の利用者さんとの関係も良くなってきた
住みやすくなった
・関わり合い、気づき、防犯、何かあったときにお互い声掛けができるよう地域連携できる
と良い
Ｑ：女性は人間関係が難しいのでは？
Ａ：男性も距離感を間違えると難しいが、共同生活ができているので、自活ができ、気遣いができる方が多い

・法人では、相談支援事業・移動支援事業所・介護施設を立ち上げ包括的に支援できること目指している


　閉会挨拶　
　
代表挨拶　
それぞれの立場の方からご意見を頂くことができ、大変助かりました。
とても貴重で良い会議ができたと思います。
災害、防災などは特に地域の方との連携が大切になると思います。
ＧＨでも、利用者様と共に地域に貢献できるようつとめてまいります
本日は誠にありがとうございました


